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平成 2８年度 医学部第 3学年「医学概論・医療総論３」 

地域滞在実習の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概   要 

 

 

 

医学部3学年の全学生が、地域に滞在し実習を行うことで、専門職連携の重要性を理解す

るとともに、地域医療を理解し、地域に暮らす住民への関心を強めることを目的として、

今年度が初となる「医学概論・医療総論3」地域滞在実習を実施します。 

 

実習期間：平成28年 10月 25日（火）～10月 27日（木） 

 

実習施設：道南エリア 

（函館赤十字病院、函館協会病院、函館恵山病院、函館南茅部病院） 

 

日高エリア 

（むかわ町鵡川厚生病院、日高町立門別国保病院、新ひだか町立静内病院、 

新ひだか町立三石国保病院、浦河赤十字病院） 

 

空知エリア 

（赤平市立病院、市立芦別病院、市立美唄病院、市立三笠総合病院、 

栗山赤十字病院、町立長沼病院） 

 

十勝エリア 

（清水赤十字病院、鹿追町国保病院、本別町国保病院、足寄町国保病院） 

 

 
○本実習は、新カリキュラム（平成26年度入学者～）での開講であるため、 
今年度が初めての実施となります。 

 
○実習病院の地域での役割や福祉施設と病院との連携を学ぶプログラムになっており、
学生による「健康教育セミナー」の開催も盛り込んでいます。 

 

報道(取材) 

に当たって 

のお願い 

 
○実習先での撮影にあたっては、患者個人が特定されないよう、 
ご配慮ご留意くださいますようお願いいたします。 

 

○各実習の詳細については、担当教員に照会してください。 

本件に関す

る問い合わ

せ先 

 
担当教員：医療人育成センター センター長 相馬 仁 

TEL 011-611-2111（内線2370） 
 
担当事務：事務局学務課医学部教務係 担当者：糸井、藤田 

TEL 011-611-2111（内線2185） 

 10／25(火)～10／27(木)の行事   



 

「医学概論・医療総論 3」地域滞在実習 

１．目的 

本実習は医学部 3学年学生を対象にした実習であり、医師の仕事を学ぶことに焦点を当て

るのではなく、むしろ専門職連携の重要性を理解することを通じて、地域医療を理解し、地

域に暮らす住民への関心を強めることを到達目標としている。 

学生は、第 1学年の地域医療合同セミナー1、医学概論・医療総論 1、第 2学年の地域医療

合同セミナー2、医学概論・医療総論 2、第 3学年前期の地域医療合同セミナー3において継

続的な多職種連携教育（積み上げ式）を準備教育として受けており、準備教育と本実習での

経験により、上級学年（5・6年）で行われる地域滞在診療参加型臨床実習へスムーズに入れ

ることを期待するものである。 

 

２．学習内容 

・医療施設（地域の病院）では、医師の仕事を理解することを目的に実習を行う。 

・コ・メディカルの仕事、および、チーム医療（多職種連携と協働）を理解する。 

・病院と連携する福祉施設（老健、特養老人ホーム等）で、入所者の生活や介護等の職員の

仕事を理解する。また、医療と福祉の連携、専門職連携を理解する。 

・学生が企画、準備し、一次予防の実践を行う。小学校、中学校、高校、もしくは地元の老

人クラブで健康教育セミナーもしくは教員や現地医療スタッフの協力を得て「健康教育セ

ミナー」を実施する。 

 

３．対象学生 

医学部第 3学年 102 名（19 グループに分かれて実施） 

 

４．実習実施日 

平成 10月 25 日（火）～10 月 27 日（木）3日間 

 

５．基本的な実習プログラム（実習病院により、訪問する施設や実施内容が異なる） 

10/24 10/25（火） 10/26（水） 10/27（木） 10/28 

学内で

オリエ

ンテー

ション 

午前： 

実習地へ移動 

  

午前： 

・外来患者へのインタ

ビュー 

・連携する福祉施設と

病院の役割につい

ての説明 

午前： 

・病院と連携を持つ福

祉施設(老健等)で、

医療・福祉連携につ

いて説明、質疑応答 

・入所者とのコミュニ

ケーション  

学内で

報告会 

（グル

ープ単

位） 

午後： 

・病院の地域での役割

等の概要説明 

・医師やコ・メディカ

ルスタッフに付い

て病院での仕事を

見学等 

午後： 

・院内にて、学生によ

る健康教育セミナ

ー 

・翌日実習で行く施設

を訪問し、挨拶、実

習内容確認 

午後：大学へ移動 

 

６．実習病院（計 19 病院） 

道南エリア：函館赤十字病院、函館協会病院、函館恵山病院、函館南茅部病院） 

日高エリア：むかわ町鵡川厚生病院、日高町立門別国保病院、新ひだか町立静内病院、 

新ひだか町立三石国保病院、浦河赤十字病院） 

空知エリア：赤平市立病院、市立芦別病院、市立美唄病院、市立三笠総合病院、 

栗山赤十字病院、町立長沼病院 

十勝エリア：清水赤十字病院、鹿追町国保病院、本別町国保病院、足寄町国保病院 
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